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　　　　　　　　　　　台風のよりよき理解のための’

　　　　　　　　　　　上暦気流の研究の重要性
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　シンプソンさんは主として虎の顔，ことにその

眼に力を入れてお話をされ，シヤーマンさんは虎

の全身を調べなければいけなV・ということを話さ

れました．その虎はシナ海からインドシナ，タ

イ，ビルマを経て尽ンガル湾へ入るまでに猫に化

けて浩えてしまうこともあり，ある場合にはベン

ガル湾で再生して，インド，パキスタンに広範囲

の雨をもたらす牛に化けることもあります．この

ように虎がますます元気よく進んでゆくか，元気

がなくなって清えてしまうか，牛に化けるかを調

べるには上暦気流の循環を研究することが重要だ

ということを申上げたいのであります．

　赤道気象や熱帯性低気圧の進行に関する我々の

知識を向上させるためには，熱帯における大気の

大循環の基礎的研究が一番重要であると私は思い

ます．熱帯地方におこる気象現象には単純さと齊

一さがありますが，困難は高暦大気の中に隠され

ております．

　対流圏の厚さは熱帯における方が温帯における

よりもすっと厚いのであります．北米及びヨーロ

ッパを主とする稠密な高暦気象観測網で得られた

資料にもとすいた研究によって，中緯度の低気圧

は偏西風の波動と密接な関係をもっていることが

わかり，また地面に近い所の低気圧性の渦巻と上

暦の波動との関係もあとづける．ことが出来るよう

になりました．しかし熟帯の上暦気流に関する資

料は現在でもなお非常に少ないのであります．

　台風やハリケンが発生しそして移動しはじめる

地域の上暦気流に関して，我々が知識をもつよう

になったのはごく最近のことであります．南東ア

ジア，北米，太平洋，オーストラリアにおける現

在入手し得る観測結果から解析したところでは，

熱帯の上暦には，温帯の偏西風に対応して，偏東

風があり，ここに時汝波動がおこっております．

　シナ海からイシ．ドシナ，タイ，ビルマを横切

窮ベンガル湾に入って再生する低気圧の数は多

いのであります．モンスーンの季節には高暦大気
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中に…次汝に擾乱がおこり，それは東の方から南ア

ジアを横切って西の方へ進んで行きます．これら

の上暦の擾乱が赤道の南からの湿った室気の流入

と結ぴついて，範囲は広いが示度は浅い低気圧と

なり・インド，パキスタン，ビルマの降雨の大部

分をもたらすように蒸るので診ります．これらと

同じ種類の擾乱のあるものが台風に発達し，北に

向っ宅台湾や日本を襲うことにもなります．

　雲の中及び雲の上の風の蓮続観測が可能となっ

たのは無線工学の発達と歩調を合せております．

そういう上暦気流の観測はまだ数多くはなV、ので

すが，モンスーンの時期には東風のジエ〕ソト・ス

トリームのあることがわかっております．台風の

発生と発達，進行の問題の研究には熱帯での上暦

，気流観測を充実することが是非必要と考えます．

　地球物理学の多く．の部門特に高暦気象，地磁

気，電離暦，極光等の基礎的研究をおし進めるた

めに，ICSU（1：nternatio：na1CouncilofScien二

tific　Unions）は1957～58年に地球物理学上の

諸現象を全地球的の規模で共同観測することを計

画しました・これには日本やインドを含む世界の

多くの国汝がすでに参加に同意しております．

　この構想はすでに各分野の学者が個たには研究

している全地球的な規模をもつ現象について，統

一した綜合した知識を得ることが目標になってお

ります．この地球観測年における観測と研究が，

特に台風の発生や移動についての我汝の基礎的知

識を実質的に檜すこ≧を確信してV・ます≦
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の全体を示す図であり，ちよろど虎の全身の絵に相当ず

るものです．

　（ここで虎の杢身の絵をスライドで示す）

　どんな生物学者でもその頭だけを調べて，虎に

ついてはすっかりわかったと思V・はしないでしよ

う．同じように我々気象学者はハリケンの渦を巻

v・ている部分だけでなくその全体について研究せ

ねばならないと思うのであります．
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